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 最後に、メルボルン調査から同郷関係の普遍性をグローバル・レベルで確認した第 6 章「国
際移住と同郷的つながり、エスニック・グループ」を経て、終章「都市‐農村関係の地域社会学
をめざして」で、以下の総括がなされている。 
 第１、現代日本の都市化は、農村から都市への一方向的な人口移動としてではなく、都市と農
村の相互浸透過程として進行してきた。第 2、近代以降の都市移住は、経済的要因だけでなく、
同郷関係の「つて」などに見られる社会的要因によってもなされてきた。gesellschaftlich な社
会関係が深化する現代大都市の研究において、なお sozial な関係を見落とすことはできない。
第 3、都市同郷団体は日本の周辺地域ほど形成率が高く、また、特定の地方と都市が強く結びつ
いている場合も少なくない。第 4、同郷関係は、グローバル･レベルのエスニシティ研究にも示
唆する面が小さくない。 
 いずれも手堅い実証研究から導出された結論であり、妥当性はきわめて高い。本論文は都市の
同郷関係を全国レベルで検証し、「都市化」概念の新たな側面に光を当てることによって、都市
社会学の水準を一定押し上げる貢献を果たすとともに、今後の地域研究に新たな展望を切り拓い
た点で高い評価に値する。 
 以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認
められる。 
 
